
 
 

第３１号（令和５年３月）

福祉かわら版は、社会福祉協議会から福祉委員の皆さんにお伝えしたい情報をまとめています。地域の方にお話いた
だくなど、福祉委員会活動でご活用ください。
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テーマ型組織とは、興味・関心のある分野を通じて、地域を特定せず誰かのために活動する団体
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災害ボランティア研修会

傾聴ボランティア見守り活動 ×
ボランティアセンターに登録している団体をボランティアセンターのホームページやふれあいのまち岡崎でも紹介
しています。興味のある方はボランティアセンターにお問い合わせください！

地縁型組織とは、学区福祉委員会のような同じ地域に住んでいる人同士で地域の福祉課題解決のために活動する団体

災害が起こった時…。また災害への備えとして…。

学区として福祉委員会として、住民のためにできることは何だろう…。

上地学区福祉委員会では、災害時の避難やその備え、また災害弱者

への支援や避難所運営など、いつ起きるかわからない災害時を想定

しながら、福祉委員会としてできることは何かを総代会など学区内の

団体と話し合いを重ねています。今回、自宅での備えの意識を高める

ために、災害備蓄品を知っていただく展示会を開催しました。

開催期間中は、延べ350名の学区民の参加があり、

防災意識を高める一つのきっかけを作ることができました。

防災用品展示会

上地学区福祉委員会の作業部会

上地学区福祉委員会では、毎年のミソ端会議で

出された意見を、継続的に話し合っていくために、

「作業部会」を毎月開催しています。福祉委員、総

代、民生委員など、学区の有志が集まり、具体的な

活動を決め、実践につなげています。その活動の

１つが防災展示会となりました。

日時：令和４年12月18日～25日 場所：よりなん２階ギャラリー

上地学区福祉委員会として、初めて企画し、学区内で

どのくらいの方が興味を持っていただけるか、不安の中

での開催でした。６日間で、350名の来場者があり、関

心の高さがうかがえました。

上地学区福祉委員会 小山弘委員長より、感想と今後の展望

学区福祉委員会の活動紹介

アンケートで、90%以上の方が展示品に興味を

持ったと回答をいただきました。防災の意識向上の

一助になれば幸いです。次年度以降、皆さまのご協

力を頂いて発展させていきたいと思います！

ポップが工夫され
ていて、とても見
やすかったです！
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Q. 学区福祉委員会の活動で使える保険って何があるの？

A. 安心して活動を行うために3つの保険があるよ！

・市民活動総合補償保険（学区福祉委員会等が実施する公益的な活動に対して岡崎市が加入している保険 ）

→【問い合わせ先：岡崎市市民安全部市民協働推進課 TEL:23-6491】

・ボランティア活動保険（傷害や賠償も対象となる活動者本人にかける任意の保険）

・ボランティア行事用保険（行事そのものにかける任意の保険）

→【問い合わせ先：岡崎市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL:47-7955】

※活動内容や事故状況によっては保険金支払いの対象とならないことがあります。
※ボランティア行事用保険は、行事を実施する２週間前までに申し込みをお願いします。

愛知県福祉事業功労顕彰を受けた竜谷学区の委員長にインタビューしました😄

竜谷学区福祉委員会設立20周年記念イベントの様子

岡崎市福祉事業功労顕彰で表彰された方々を紹介いたします

いつも地域福祉の活動にご尽力いただき、ありがとうございます！今後ともよろしくお願いいたします。

（順不同・敬称略）

【竜美丘】長坂 宏 【奥 殿】宮嶋 栄治 【広 幡】河口 等 【美 合】永田 昌子
【井 田】加藤 忠 【竜 谷】永井 文代 【福 岡】本間 正 【男 川】菅原 恵子
【矢作北】平松 文子 【愛 宕】牧野 誠次 【小豆坂】北原 次男 【夏 山】宇野 伸子
【上 地】佐藤 隆 【矢作東】岩附 俊洋、稲垣 忠、近藤 勉、三浦 榮
【梅 園】原田 幸三、澤田 道明、織田 由紀子、渡辺 勇、渡邉 哲朗
【豊 富】鈴木 一巳、村上 忍、青山 英子、伊藤 昭道、今井 春夫、小林 三千代、

河野 喜湖、鈴木 豈子

interview

竜谷学区福祉委員会
長坂正行委員長

Q. 20周年記念イベントをしてみて感じたこと
A. 初代の委員長に声をかけ、設立時の話を聞きながら記念誌の発行をした。また、令和
４年６月11日と12日に２０周年記念イベントも開催した。記念誌を作成したことで学区の
皆さんに福祉委員会のことを少しでも知っていただけたと思う。イベントでは老人会とコラボ
した作品展が好評だった。学区に才能がある人がたくさんいることを知ることができてよかった。

Q. 今後の目標について
A. 竜谷の自慢できるところをもっと作っていきたいと思う。人は少しのきっかけで動くことができると思う。
適材適所で強みを活かして持ちつ持たれつで、いろいろな人を巻き込んでやっていきたい。

200人の人が
来てくれました✨

Q. ２０周年を迎えての思い
A. 設立当初から学区のいろいろな組織が関わっていて、今も組織同士がつながり続けて
いることが竜谷のベースになっている。最初は町の役で、よくわからないまま福祉委員
を任された。活動するのは不安であったが、今ではやってみて良いことしかないと思っ
ている。

竜谷学区福祉委員会の２０年
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